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ハーダンガー刺繍の表現方法の展開について
一第3報一
桜　井　映乙子
　第1報・第2報と2回にわたって基本形を基に比較的初歩段階の表現方法を研究してきた
が、今回は更に一歩前進して前回の表現方法を基盤として、白を主体に用布も麻地に変え用
糸もパール・コットン5番を中心にその他アブローダー12番と16番を用い三種類の糸を技法
に応じて使い分け、一見単調な表現のなかにも重厚性のある内容の濃い繊細な表現ができる
ように次の点に留意しながら習作をした。図案の基本となる輪郭線の繍い方と糸との関係、
面と透し模様の調和とバランス、透し模様の表現と技法、技法の表現と糸の太さの関係及び
その調整など諸々の点に着目して、表現上必要な要因を探求することを目的とし表現方法の
展開を研究実践することにした。
1　材料と用具
　1　キャンパス
　　リネン　白（麻100％　ケージー1cm28×9）
　　　　　　　35×51
　2　刺繍糸
：∵∴2▲番16番｝DMC
　3　鋏と針
　　クロス・ステッチ用針
　　西洋手芸用鋏
II　表現方法の展開
　1　習作一その1
　図案を念頭に描きながらパールコットン5番の糸で、図案の輪郭線を太めに繍うように心
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図1　習作一その1　出来上り図
がけて中心糸じるしより布目54あがった位置からクロスター・ブロックを繍い内側の長方形
をつくった。長方形の四隅それぞれに布目12の正方形を繍いその正方形の面にアブローダ16
番の糸でアイレットの小花を配した。
　長方形クロスター・ブロックより布目12あがった位置から、ダイアコナール・ブロックを
繍い菱形6ケを連続的に繍うと同時に、四隅の角、直角にクロスター・ブロックでバーを渡
して両側菱形3ケにつなげた。バーの中にパール・コットン5番の糸でアイレットを繍い可
愛い小花を入れポイントと補強をした。バーの上を1ブロックずらしながら布目12の面をつ
くった。
　次に布目12あがった位置からクロスター・ブロックで外側輪郭線を繍い長方形をつくった。
その外側1段にボタンホール・ステッチを繍いカットできるようにした。以上で基本となる
図案が出来上って次への行程に入った。
　菱形の部分を先に処理をしておく必要があり菱形の面にパール・コットン5番の糸でサテ
ン・ステッチニ種類の繍い方をして布目12の正方形をつくった。各々の正方形にバランスを
調整しながら技法の配置をきめ布目の抜き方を考えた。アブローダー12番と16番の糸を交互
に用いて中央部2ケの正方形にピコット・ループ・ダーン・ステッチでかがり、次の正方形
にはツィステット・バーズで、そのとなりはピコット・ウェビング・バーでかがり三種の技
法をバランスよく配置した。
　四隅の部分はアイレットで密度を濃くしポイントとなるように、その上の面は布目を抜か
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ずにアジュール刺繍のファゴット・ステッチをアブローダー12番の糸で布目を繍いながら引
きしめ、4目あけた布目はバック・ステッチを繍い調整した。
　菱形の周囲を格子に布目を抜き、内側はアブローダー16番の糸で、外側はアブローダー12
番の糸二種類でノルベジャン・ループ・ダーン・ステッチでシンプルにかがった。
　完成した作品の全体を見直してみると、平面的なレース状の透しの中に菱形内部の正方形
の技法と四隅の面とが立体的に浮びバランスよく配置されている。また、アイレットの小花
が愛らしく印象づけ全体をひきしめている。シンプルな感じの中にも重厚性に富み、白い中央
の面とレース状の透しとがうまく調和して清々しい清潔感あふれる美しい出来ばえとなった。
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図2　ツィステット・バーズ、ピコット・ループ・ダーン・ステッチ、ピコッ
　　ト・ウェビング・バー
図3　アイレット、ファゴット・ステッチ
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2　習作一その2
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図4　習作一その2　出来上り図
習作　その1と同様に中心糸じるしより布目62あがった位置からパール・コットン5番の
糸で、クロスター・ブロックをつくりながら、3ツおきに凹形を入れ内側輪郭線を繍った。
更に布目20あがって菱形を連続的に6ケ繍ったが、菱形の山が凹形の位置に合うように計算
をして配置した。
ダイアコナール・ブロックスでバーを渡し菱形につないで3ケ連続に菱形を繍って一周し
亀甲形を中央につくった。
菱形の山から布目12あがった位置から更にクロスター・ブロック3、凹形1と交互にくり
返して外側輪郭線を繍いその上にボタン・ホールを繍いながらスカラップをっくりカットで
きるように繍い図案の基本形を完成した。
最初に菱形の面からそれぞれの技法に応じたサテン・ステッチをパール・コットン5番の
糸で繍った。その正方形の中央2ケと両側1ケつつの正方形にアブローダー16番の糸でアイ
レット4ケ重ねて繍い花の芯になるようにした。はさまれた正方形の1ケつつにはピコッ
ト・ツィステット・バースでかがった。
バーの部分はパール・コットン5番の糸でダブル・クロス・ステッチを繍い補強をおこなっ
た。
外側輪郭のスカラップには装飾と補強をかねてアブローダー12番の糸でアイレットを繍っ
た。内側ブロックには16番のアブローダーの糸でまたアイレットを繍った。外側スカラップ
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は力強く内側アイレットは可愛らしくそれぞれの持味に合せた表現を試みた。
　菱形の周囲は格子に抜き内側はアブローダー12番の糸でストレート・ループ・ダーン・ス
テッチでかがり格子3ツおきにピコット・ループ・ダーン・ステッチにクロイゾネを入れか
がった。
　バーの内側はピコット・ループ・ダーン・ステッチでかがった。外側も同様ストレート・
ループ・ダーン・ステッチでかがったがクロイゾネを入れずにシンプルにかがった。
　四隅の部分はダブル・ストレート・ループ・ダーン・ステッチでかがり中にクロイゾネを
入れ繊細さと密度を濃くした。
　レース状の透しの部分と面のつり合がよく外側スカラップの可憐な小花が力強く、菱形の
芯のアイレットと呼応しあってリズム感を出し、四隅の繊細さとストレート・ループ・ダー
ン・ステッチの軽快さとうまく調和して亀甲形の立体性が全体を引きしめ重厚性のある変化
に富んだ出来ばえとなった。
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図5　スカラップとアイレット、ピコット・ツィステット・バー、サテン・ス
　　テッチとアイレット、ストレート・ループ・ダーン・ステッチ、バーのダ
　　ブル・クロス・ステッチ、ピコット・ループ・ダーン・ステッチ、ダプル・
　　ストレート・ループ・ダーン・ステッチとクロイゾネ
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3　習作一その3
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図6　習作一その3　出来上り図
　図案は、習作一その2と同様であるが、外側輪郭線のみを変え中央部分はダイアコナール・
ボタンホーリング・フェア・エッジで繍い、四隅の角々は直角にクロスター・ブロックで繍
うと同時に更にカットできるようボタン・ホール・ステッチで1段繍った。
　四隅の空間に外側布目12下った位置から、パール・コットン5番の糸でクロスター・ブロッ
クを直角に繍い更にダイアコナール・ブロックスを繍いながら直角三角形の面をつくった。
以上の行程で基本となる図案構成が完了した。
　そこで最初の試みとしてアジュール刺繍とハーダンガー刺繍の二者を併用して一っの表現
法を試みることにした。
　菱形の面にアジュール刺繍の技法で内側布目4をアブローダー12番の糸でストレートに布
目を引きしめながら正方形をつくった。正方形中心部分1ケおきにラブリー・フェア・ステッ
チとビーズ・ストレート・ステッチを交互に入れながらリズム感を出した。
　四隅の直角三角形にはアブローダー12番の糸でステップ・ストレート・ステッチでかがり
躍動感を出して、中央にパール・コットン5番の糸でボリュウあるアイレットを繍ってポイ
ントとした。
　バーはラブリー・フェア・ステッチでしきしめ菱形内部の正方形との変化を試みた。
　菱形の面と直角三角形の周囲を格子に抜き、直角三角形の外側とダイア・コナール・ボタ
ン・ポーリング・フェア・エッジの内・外側はアブローダー16番の糸でノルベジャン・ルー
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プ・ダーン・ステッチでかがった。
　両側の格子はアブローダー16番の糸でクロイゾネ・ループ・ダーン・ステッチでかがり柔
軟性を出した。
　ダイアコナール・ボタン・ポーリング・フェア・エッジにはアブローダー16番の糸でアイ
レットを繍い装飾と補強をかねた。
　以上で総てが完了し新たな心で全体を見直してみた。外側輪郭線のダイア・コナール・ボ
タン・ポーリング・フェア・エッジの動が、四隅のストレート・ステッチの直線と調和し直
線の強さが一つのポイントとなり全体を引きしめ大きな役割を担っている。また、外側アイ
レットが可愛らしく四隅のアイレットのボリゥムとうまく呼応しあい全体の雰囲気を盛り上
げている。
　アジュール刺繍の菱形正方形の直線と直角三角形内のステップ・ストレート・ステッチの
躍動感とがうまくマッチして、両側のクロイゾネ・ループ・ダーン・ステッチがアジュール
刺繍特有の平面的かたさの緩和剤となり暖かい柔かさを出していると同時に、亀甲形を鮮明
に浮き立たせている。白い面と周囲のレース状透しとのバランスが良く調和し重厚性に富ん
だ優雅な美しさがあり清潔感あふれる内容の豊富な出来ばえと云えよう。
　　　　■口　　　　　・．＿駕，，．・バ…三灘・．、一…，・一≡、。・餐溺●●：巳難ぎ
図7ダイアコナール・ボタンホーリング・フェア・エッジとアイレット、正
　　方形中心はラブリー・フェア・ステッチとビーズ・ストレート・ステッチ、
　　ノルペジャン・ループ・ダーン・ステッチ
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図8　四隅のボタン・ホール・ステッチ、ノルベジャン・ループ・ダーンステッ
　　チとステップ・ストレート・ステッチとアイレット、クロイゾネ・ループ・
　　ダーン・ステッチ
III　ま　とめ
　冒頭に書いた様に前回と違った素材で初心に帰って一歩でも前進した創作活動ができるよ
う意欲をもやしながら制作研究に情熱を傾けた。今回は、織り目の密な麻地を使い繊細な表
現を目標にして習作枚数を三枚に限定した。この少ない枚数の範囲内で、各々異った図案構
成をおこないこれを基本に自己の持てる力を十二分に発揮し独創的表現ができるか多少の不
安をおぼえたが気を取り直し制作に励んだ。実際に創作活動に入って制作をはじめたが、前
回の3倍以上の労力を費いやし思わぬ苦い経験を味わった。制作時間の計画性のあり方を改
めて認識した。いろいろな体験を経た創作活動であったが最初に掲げた目標に肉迫し追求し
た結果、新たな発見があり着目した点に到達し得感触は大きい。
　そこで三枚の習作を総括的に検討することにした。
　図案構成上重要な要素は輪郭線である。繊細な表現が目標の第1であったのでアブロー
ダー12番で繍ってみたが見事に失敗をした。やはり輪郭線は重量感のある強い線が真情であ
る。今度はパールコットン5番の糸で改めて繍い直した結果量感のある生命力にみちた輪郭
線がよみがえり図案構成上成功に導いた。布目と糸の太さの関係は実際に実践することに
よって証明されることを改めて認識せられた。
　サテン・ステッチは限定した小さな範囲のみパール・コットン5番の糸を主体に繍った。
それぞれの技法に合せた繍い方であったが、他の技法の表現と融合しあい調和する力は大で
ある。また、実際に繍っていく過程におおいて糸の引き方の動きによって生ずる糸の撚の動
向が光沢の多彩な陰陽を表現し、単調な中の一つの美しさにつながったことは見逃せない重
要な要素である。
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　アイレットについてみると、三種類の糸をそれぞれの適在適所に目的に合せて使い分けた
結果、アイレットの小花の可憐さと愛らしさの持味を充分に発揮し作品全体に及ぼす影響力
は大きい。外側輪郭線の補強にも大きな役割を演じ表現上欠くべからざる必要性を再認識し
た。
　ノルベジャン・ループ・ダーン・ステッチを今回の創作する上で比較的多く使った技法で
ある。習作順に検討してみると以下の要因を見い出すことができた。
　「習作　その1」格子の部分を総てこの技法でかがった。糸の太さの使い分けで変化を観
察してみた。外側はアブローダー12番の太い糸で、内側は16番の細い糸でそれぞれシンプル
にかがった。全体を改めて見直し比較検討してみると量感の上で歴然とした違いが顕著に現
われていることが確認された。平面的で堅さが目立つ、この堅さを調整し緩和剤となったの
が菱形内のツィステット・バース、ピコット・ループ・ダーン・ステッチとウェビング・バー
の三種類の技法である。これが中和剤となり平面的性格の技法を見事に調整しお互に生かさ
れ合う併用性を見い出すことができた。
　「習作一その2」はピコット・ループ・ダーン・ステッチして持味を生した存在となり一
つの単独ポイントが愛らしく、その集合体が軽快なリズム感を出し重要な役割を演じている
点も見逃せない。
　「習作一その3」の格子の部分はこの技法で全体をかがった。糸はアブローダー16番を使っ
たので少々平面的で量感に乏しい感がないではない。両側の部分は量感を出す意味でクロイ
ゾネ・ループ・ダーン・ステッチでかがり繊細な中に柔軟性と暖みのある表現となった。ま
た、アジュール刺繍の平坦な強い表現性をもうまく緩和し調和に導き美しさを出す要因と
なった。習作一その1のように単独で使うのも一方法であるが、使用部分の目的をはっきり
認識した上で他の技法と併用しお互の特質を生かし合うのも使用分野の拡大を開拓する要素
であると痛感した。
　ストレート・ループ・ダーン・ステッチは主に「習作　その2」に使った。アブローダー
12番の太い糸でかがった結果、うまく適合し軽快な線の表現ができると同時に、ダブル・ス
トレート・ループ・ダーン・ステッチにクロイゾネを併用して繊細さを強調し密度の濃い内
容の表現ができたと確信している。
　両者を対比・比較検討してみると前者は平面的で重厚性に富み、後者はやや立体的で軽快
な感じがする。両者相反する性質を持ち合せているのでバランス良く使用分野の配分をきめ
活用するとより効果的持味を発揮し合い有効な働きをすると思う。
　ツィステット・バースやウェビング・ピコット・バーなどの技法も適合した面に配分する
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と各々に与えられた個性と持味を出し、作品の雰囲気の盛り上げに充分な機能性を発揮する
技法である。
　アジュール刺繍とハーダンガー刺繍の技法の長所ばかりを利用するのではなく相互の短所
も積極的に活用し、お互をかばいあいながらバランスを調整し利点として調和をはかって生
かしあうところに成果があり成功に導びかれると思う。両者の併用にはまだまだ研究の予地
が必要と思われるし、更に研究課題としての探求する意義深さがある。
　以上、各分野で得た諸々、沢山の収穫をこれからの学生指導に大いなる糧となり応用拡大
に活用し生かしていきたい。
　白という課題に拘わり造形という習作を通して表現方法の研究に取り組み、純白な糸と布
に創作活動を実践しながら生命を与えることに魅力と意義を感じ、一本の糸、一枚の布・一
っの技法の「一」という重さの演ずる役割の重要さに無限性を見い出しその稀少価値に感嘆
させられた。単調な中にも清純で多彩な色調があり、内容の豊富な様相と密度の濃い多様な
表現方法の研究ができたと確心している。これが最大の喜びであり有意義な大きな収穫で
あった。また、次回への課題への糧となり示唆となり新たな分野への開発と開拓へ挑戦・精
進していきたい。
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